
  

Feedback: 06
➢ドップラー効果

➢可聴領域

➢波のいろいろ

CDの場合、22 [kHz]よりも低い音でも、きれいな波
の形が表現できません。そうしたことを問題に思って
いる人は多いです。パソコンで扱う音は、32[kHz]ま
で表現できるようにすることが多いようです。

➢波の干渉

どんな実験か興味があります。地球科学の
分野には、「キッチン地球科学」と呼ばれるも
のがあります。様々な食材を使って、地球の
諸現象を理解しようというものです。

普通は反射しただけでは波長は変わりません。しかし、反射体が移動していると変わります。気象レー
ダーでは、雨粒に電波を当ててはね返らせます。その時の波長の変化で雨粒の運動がわかります。

地震の波でも面白い実験があります。
今日話せると思います。お楽しみに。

いいところに気づきました。電波も光と同じ速度で
進みます。光は速いと言っても限度があるので、
一度人工衛星を経由して電波が届くと時間がか
かってしまうのです。

「波がお互いに強め合ったり弱め合ったりしているから」なのですが、
そうした表現だけではわからないですよね。今日説明できるといいと
思います。

象のニュートンくんと、ドラゴンボールの悟空とは、同じ声優でしたね。

いいところに気づきました。日常会話なら、3[kHz]程
度まででよいので、電話の通信量を減らすために高
音は削られています。虫の声が電話では聞こえないら
しいです。

➢疑問に思うこと
何でもOKです！今日詳しく説明します。

動物はどうなのでしょうか。犬は人間よりも
高い音が聞こえるといいます。犬笛という
犬しか聞こえない笛があるようです。

➢その他

いろいろ利用されています。昔のレーダーは「パラボラ」を使っていま
したが、今は、「フェーズドアレイ」になっています。これは干渉を利用
した方法です。

昔のテレビは、構造上、16[kHz]の音を出していました。色々な家電がピーピーいうのは、開発者
が高齢なのか？！

意外に仲間は多いよ
うです。

みなさん、いろいろと日常生活に疑問を見
出していて、とても偉いと思います。その疑問
を見つける姿勢を大切にしてください。


